






































というのは何かというと、今 日の産業すべてがそ うだということです。つい最近 『ブルー
































能性があります。この二つが うまくいけばゼ ロサムゲームの保守局面から逃れて、新 しい
革新局面に移行できるというチャンスがこういうところにあるのだというわけです。
こういう構造の一つの端的な例 としまして、クリステンセンの本か ら引用したアメリカ





カのマーケットを席巻 したわけです。 このときの価値基準は単純性であ り、携帯性や値ご
ろ感といったものですね。
ソニーは最初は補聴器から始まり、ポケッ トラジオという非常に品質の悪いもの、RC
Aか ら見ると全然相手にもな らないと思っていた ものです。それがあっという間に白黒テ



































































18歳人 口をターゲッ トにする限りはレッドオーシャンの世界にな ります。
それに対 して大学 というのはいろいろなことをやっています。社会人や留学生、あるい
はスポー ツ等ですね 。これはローエン ド型の破壊を目指 しているものに対応する。それに
対 して例 えばフ リーター、団塊の世代の退職者、こういうところは新市場の破壊型に対応
するのではないか と思 っているわけです。
ユニバーサル アクセスの時代をす ぐにターゲットにするのではな くて、前ユニバーサル
アクセス時代 という、 ここ10年か ら20年くらいを中期的なターゲットとしてまず戦略を







なぜな らば、教育 の質 と効率は全 く別物です。一つはっき り言えるのは、例えばeラ 一
二 ングという手段があ ります。それを使って教育の効率を上げるということはそのeラ ー
ニ ングを使 ったある教育のスキームを作ったか らなのですね。その教育のスキームを作っ


















と、結論がどこに飛んでい くか分か らないのです。学生みんなと先生が一緒に知恵を出 し






で も、eラ ーニングまで広げて考えてみます と、それを補完することができる手段は幾つ
か存在 します。 したがいまして、広い意味でのeラ ーニングをうまく活用してやることに
よって新しい教育のスキームをいろいろ提案することができるはずだというわけで、eラ
ーニングに期待を持って いる理由の一つです。
eラーニングそのもののメ リット、デメ リットについてここに簡単にまとめてお ります。
これは特に説明はいたしませ んが、後ほ どまたゆっくりごらんいただければと思います。
IT活用による教育の方法 を取 りまとめてみます。
先ほど学生と教育の質の軸の中で見 ますと、現在の大学を横軸、eラ ーニングはやは り
縦に書いたほうがよかったかな。 この横は何かというと、む しろこれは … 、 自分でメ
モった字が読めなくなって しまった(笑)。 これは勢いのあるマーケッ トですね。そこにま







スの時代になるというのが私 の考 え方で ございます。
次世代の教育モデルを考えるに当た って、従来のクラスに閉じ困っていた、面接授業で
クラスの中でやっているというものか ら、ITの いちばんの効果というのはやはり情報伝
達のコス トが恐ろしく下が ってきた ことです。これは今までのスキームとか、組織 とか、







最後 にちょっと先ほどか ら話 してお りました明治大学ユビキタスカ レッジ構想をごく簡
単にご紹介しておきます。
従来のように18歳人口の大部分は既存の学部 ・大学院に行きますが、今度は社会人をメ
インターゲットに しまして明治大学ユビキタスカレッジという名称でeラ ーニングを活用
しつっ、通信教育課程を立ち上げる。これは中にはテキス ト学習やスクー リングも当然取
り入れる形を考えています。eラ ーニングそのものも完全にeラ ーニングオンリーではな
くて、スクー リングとeラ ーニングをブレンドしたものを作るということとライブの授業、
オンデマンドの授業、この二つのどち らもできる形で考えています。
スクーリングにこだわっている理由ははっきりしていまして、この建物、リバティタワ
ーは大体90室、9000人の学生が入れます。情報コンセントは全部席についてお りますので、
情報コンセン トの数は9000個あります。これだけのものを作ったのですが、2部教育、夜
間の教育を明治大学はやめて しまいましたので、夜間利用をどうするのだということを盛
んにせっつかれまして、夜間利用するためにはやは り来ていただいてスクーリングをやろ
うという、そ ういうすけべ根性も実はあるわけです。
それで、ユビキタスカレッジの体制としてはまず学生側の学習支援の部門です。 これは
いわゆるメンター とか、精神科医やカウンセラー、弁護士等 まで含めた充実したものを作
りたい。コンテンツの部門はコーディネーター、リエゾン、インス トラクショナルデザイ
ナーとか、制作のチームや知財のチームなどさまざまなチームを編成 して、教員の支援を
する。いちばん下にはサポー ト部門としてヘルプデスクやシステム運用があります。この
三つの部門をコアにしましてユビキタスカレッジを立ち上げたい。
そのときに先ほど言いましたように当面 ここ5年ほどの行き方、それから、10年、20年
の行き方、その先と大きく三つ ぐらいで変わってくるのです。そうすると、そのときにそ
の体制そのものが硬直化しては意味がありませんので、 この次世代大学教育研究を頭 に乗
せながら、いつもここからさまざまな研究的な刺激を受けながらこの体制を動かしたいと
いうことが私の構想です。
そのためのシステムはこう考えているのですが、これは簡単にします。
最後にユビキタスカレッジが 目指すものとしては、学生にとっては時間割か ら解放され
ますので、非常に柔軟な履修が可能にな ります。教員にとっては、いわゆる個人芸として
のアー トとしての教授法しか今までなかったのです。それに対してさまざまなチームと一
緒にチームワークとしてシステマティックな教授設計ができる。 これが教員にとって非常
に大きなメリットだろうと思います。これがまさに次のFDを 担 うものではないかと思い
ます。
大学にとってはFDを 実質化できます。大学間連携、産学連携、さまざまな可能性を開
くとともに最終的には大学にこういう方法で希望と活力を与えたいというのが私の望みで
す。以上でございます。
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